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歳入決算額
３７６億３，２５２万円

歳出決算額
３６５億８，４７６万円

項　目 内　容 金　額

総務費 地域情報化基盤整備事業や
地域コミュニティに 59,623円

民生費 高齢者や子ども、障がい者の福祉に 116,964円
衛生費 健康で衛生的な生活環境の推進に 41,608円

農林水産業費 農業や林業の振興に 18,017円
土木費 道路や公園などの公共施設の整備に 39,887円
消防費 消防団の運営、災害対策に 15,358円
教育費 学校教育の充実、文化・スポーツの振興に 41,761円
公債費 市が借りたお金の返済に 45,666円

その他 商工業の振興、
議会の運営経費など 16,486円

平成
26年度

甲
賀
市
決
算

　
平
成
26
年
度
の
甲
賀
市
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
「
生
活
感
幸
、
加
速
＝
甲
賀
の
國
づ
く
り
予
算
」
と
し
て
4
つ
の
重
点
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
さ
ら
な
る
幸
せ
を
実
感
い
た
だ
く
た
め
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
事
業
執
行
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

一 般 会 計特 別 会 計 市の基本となる会計市が特定の事業を行うための会計

市債
31億2,733万円

8%

地方交付税
81億8,629万円

22%

国庫支出金
35億2,597万円

10%

県支出金
26億2,829万円

7%

県支出金
26億2,829万円

7%

県支出金
26億2,829万円

7%

地方譲与税等
19億6,384万円

5%

市税
138億7,299万円

37%

その他
43億2,781万円

11%

市債
31億2,733万円

8%

地方交付税
81億8,629万円

22%

国庫支出金
35億2,597万円

10%

県支出金
26億2,829万円

7%

地方譲与税等
19億6,384万円

5%

市税
138億7,299万円

37%

その他
43億2,781万円

11%

その他
15億2,550万円

4%

その他
15億2,550万円

4%

その他
15億2,550万円

4% 総務費
55億1,710万円

15%

総務費
55億1,710万円

15%

総務費
55億1,710万円

15%

民生費
108億2,303万円

30%

民生費
108億2,303万円

30%

民生費
108億2,303万円

30%

衛生費
38億5,014万円

10%

衛生費
38億5,014万円

10%

衛生費
38億5,014万円

10%農林水産業費
16億6,712万円

5%

農林水産業費
16億6,712万円

5%

農林水産業費
16億6,712万円

5%

土木費
36億9,083万円

10%

土木費
36億9,083万円

10%

土木費
36億9,083万円

10%

教育費
38億6,430万円

10%

教育費
38億6,430万円

10%

教育費
38億6,430万円

10%

消防費
14億2,111万円

4%

消防費
14億2,111万円

4%

消防費
14億2,111万円

4%

公債費
42億2,563万円

12%

公債費
42億2,563万円

12%

公債費
42億2,563万円

12%

その他
15億2,550万円

4% 総務費
55億1,710万円

15%

民生費
108億2,303万円

30%

衛生費
38億5,014万円

10%農林水産業費
16億6,712万円

5%

土木費
36億9,083万円

10%

教育費
38億6,430万円

10%

消防費
14億2,111万円

4%

公債費
42億2,563万円

12%

　毎年増え続ける医療費や教育費（扶助費）を捻
出するため、食費や光熱水費はできるだけ節約
を行っています。また、家の増改築や預金など、
将来にとって必要な経費にも割いています。

 １年間の収入では、給料（２９３万円）が全体の
５８％を占めています。そのほか親からの仕送
り（１０８万円）や金融機関からの借り入れ（４２万
円）などでやりくりしています。

高齢者・児童・障がい者の福祉サービスの提供などに
係る民生費の支出が一番多くなっています。

市民１人あたりの市税負担額

市民１人あたりの歳出

46,238円

395,370円

※市税（個人市民税）の収入（４2億7,850万円）
を平成27年3月31日現在の人口（92,533人）
で割って計算しました。

■　自主財源　　１８２億     ８０万円　　４８％
■　依存財源　　１９４億３，１７２万円　　５２％

その他は、分担金・負担金、使用料・手数料、
寄附金など

その他は、議会費、労働費、商工費、災害復旧費の合計

歳入決算額 歳出決算額
26年度
Ａ

25年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

26年度
Ａ

25年度
Ｂ

前年度比
Ａ／Ｂ（％）

特
別
会
計

国民健康保険 97億8,215万円 96億3,184万円 101.6 88億   649万円 86億6,607万円 101.6
後期高齢者医療 17億1,977万円 16億8,397万円 102.1 17億   451万円 16億7,037万円 102.0
介護保険 59億7,244万円 56億1,529万円 106.4 59億5,785万円 55億   978万円 108.1
公共下水道事業 35億   655万円 33億4,590万円 104.8 34億5,136万円 32億8,019万円 105.2
農業集落排水事業 8億6,375万円 7億6,279万円 113.2 8億5,521万円 7億4,016万円 115.5
土地取得事業 623万円 613万円 101.6 448万円 410万円 109.3
野洲川基幹水利施設管理事業 2,061万円 1,990万円 103.6 2,060万円 1,989万円 103.6
浄化槽管理事業 − 2億5,580万円 皆減 − 2億2,327万円 皆減

小　 　計 218億7,150万円 213億2,162万円 102.6 208億     50万円 201億1,383万円 103.4

企
業
会
計

病院事業
収益的収支 8億4,742万円 7億9,992万円 105.9 9億1,719万円 8億3,092万円 110.4
資本的収支 3,471万円 2,984万円 116.3 7,910万円 5,567万円 142.1

水道事業
収益的収支 32億1,072万円 27億8,920万円 115.1 28億7,031万円 25億1,308万円 114.2
資本的収支 5億2,238万円 6億9,226万円 75.5 11億1,191万円 13億6,262万円 81.6

診療所事業
収益的収支 2億   780万円 2億1,876万円 95.0 1億9,569万円 1億9,900万円 98.3
資本的収支 0 0 − 575万円 548万円 104.9

介護老人保健
施設事業

収益的収支 3億   885万円 3億1,602万円 97.7 3億     18万円 2億9,119万円 103.1
資本的収支 0 0 − 316万円 119万円 265.5

小　 　計 51億3,188万円 48億4,600万円 105.9 54億8,329万円 52億5,915万円 104.3
合　　　　計 270億   338万円 261億6,762万円 103.2 262億8,379万円 253億7,298万円 103.6

※浄化槽管理事業については、平成２５年度に廃止しました

■
バ
ラ
ン
ス
取
れ
た
市
政
に
全
力�

甲
賀
市
長
　
中
嶋
武
嗣

　

平
成
26
年
度
は
、
市
制
施
行
10

年
目
の
年
で
し
た
。
10
年
の
間
に
経

済
の
大
き
な
う
ね
り
も
あ
り
ま
し
た

が
、徹
底
し
た
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、

市
債（
借
入
）の
抑
制
や
基
金
の
積

み
立
て
を
行
い
、
長
期
的
視
野
に
立
っ
た
財
政
基
盤
の
強
化
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
各
事
業
も
外
部
評
価
を
取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
精
査
を
図
り
、
投

資
以
上
の
効
果
を
生
み
出
す
よ
う
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
各
財
政
指
標
は
年
ご
と
に
改
善
し
、
安
定

的
な
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
や
教
育
、
福
祉
の
充
実
を
基
本
に
、
市
民

の
幸
せ
と
市
政
発
展
を
願
い
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
市
政
運
営
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

■
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
全
国
36
位

　

東
洋
経
済
新
報
社
が
毎
年
発
行
す
る
「
都
市
デ
ー
タ
パッ
ク
」
の
住
み

よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
甲
賀
市
は
今
年
、
全
国
で
36
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
昨

年
よ
り
１
つ
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
同
社
が
独
自
に
全
国
８
１
３
市
区
を
対
象

に
、
財
政
力
や
経
済
力
、
雇
用
な
ど
を
総
合
分
析
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

県
内
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
次
の
と
お
り
で
す
。
カ
ッコ
内
は
全
国
順
位
。
大
津

市（
２
７
６
）彦
根
市（
45
）長
浜
市（
66
）近
江
八
幡
市（
58
）草
津
市（
14
）守
山

市（
１
２
３
）栗
東
市（
42
）甲
賀
市（
36
）野
洲
市（
３
９
３
）湖
南
市（
５
５
９
）

高
島
市（
５
５
２
）東
近
江
市（
２
４
７
）米
原
市（
48
）。

　
ま
た
、
朝
日
新
聞
出
版
が
発
行
す
る
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ａ
９
月
14
日
号
の
、
仕
事

と
教
育
に
不
自
由
し
な
い
緑
豊
か
な
移
住
し
や
す
い
街
１
１
０
に
も
甲
賀

市
は
選
ば
れ
ま
し
た
。 預金（積立金）

12万円
預金（積立金）
12万円
預金（積立金）
12万円家の増改築、修繕

（普通建設費・維持補修）
58万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・維持補修）

58万円

家の増改築、修繕
（普通建設費・維持補修）

58万円

医療費や
教育費
（扶助費）
66万円

医療費や
教育費
（扶助費）
66万円

医療費や
教育費
（扶助費）
66万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

79万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

79万円

親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

79万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
62万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
62万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
62万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
58万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
58万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
58万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
84万円

食費
（人件費）
84万円

食費
（人件費）
84万円

預金（積立金）
12万円家の増改築、修繕

（普通建設費・維持補修）
58万円

医療費や
教育費
（扶助費）
66万円
親戚への支援、
町内会費
などの交際費
（補助費・出資・貸付）

79万円

子どもへの
仕送り（繰出金）
62万円

住宅等ローンの
返済（公債費）
58万円

光熱水費
（物件費）
86万円

食費
（人件費）
84万円

支出

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

108万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

108万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

108万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
42万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
42万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
42万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

29万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

29万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

29万円

財布残金
（繰越金）
15万円

財布残金
（繰越金）
15万円

財布残金
（繰越金）
15万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
13万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
13万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
13万円

給料（うち基本給）
（市税）
184万円

給料（うち基本給）
（市税）
184万円

給料（うち基本給）
（市税）
184万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
109万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
109万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
109万円

親からの仕送り
（国・県からの補助金など）

108万円

金融機関からの
借り入れ（市債）
42万円

その他の収入
（分担金・負担金など）

29万円

財布残金
（繰越金）
15万円

預金の取崩し
（基金繰入金）
13万円

給料（うち基本給）
（市税）
184万円

給料（うち諸手当）
（地方交付税）
109万円

収入

年間収支５００万円の家計に置き換えてみると…

2平成 27 年 11 月 1 日3 平成 27 年 11 月 1 日



平
成
26
年
度
　

甲
賀
市
決
算
　
「
理
想
郷
こ
う
か
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、
平
成
26
年
度
に
行
っ
た

主
な
事
業
を
４
つ
の
重
点
テ
ー
マ
ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
繰
越
事
業
含
む
）

❶
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業�

�
７
４
５
万
円

　
Ｗ
Ｈ
Ｏ
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
働
セ
ン

タ
ー
が
推
奨
す
る
「
け
が
や
事
故
等
は
偶

然
の
結
果
で
は
な
く
予
防
で
き
る
」
と
い
う

理
念
に
基
づ
く
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
推
進
に
あ
た
り
、
平
成
26
年
度
は
５
月

の
事
前
審
査
の
結
果
を
踏
ま
え
て
推
進
協

議
会
・
外
傷
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
委
員
会
・
対

策
委
員
会
で
検
討
を
重
ね
、
取
り
組
み
の

詳
細
や
成
果
指
標
等
を
決
定
し
ま
し
た
。

❷
市
営
住
宅
寺
庄
団
地
建
替
事
業�

�

４
億
３
，９
４
５
万
円

　
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、

新
た
に
寺
庄
団
地
の
建
て
替
え
を
行
い
、

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
入
居
者
の
移
転
先

お
よ
び
新
規
募
集
住
宅
と
し
て
30
戸
の
住

宅
を
確
保
し
ま
し
た
。

❸
地
域
情
報
化
基
盤
整
備
事
業�

�

３
億
７
，７
４
５
万
円

　
市
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
全
戸
を
対
象
に
音
声
放
送
端
末
機

を
約
４
，６
０
０
件
設
置
し
ま
し
た
。（
累

計
約
15
，４
０
０
件
）

❹
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗
車
券
交
付
事
業�

�

１
，３
７
０
万
円

　
80
歳
以
上
の
高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者

の
方
に
対
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
無
料
乗

車
券
を
交
付
し
ま
し
た
。

❺
災
害
対
策
事
業�

�

８
９
４
万
円

　
防
災
倉
庫
の
非
常
食
と
飲
料
水
を
更
新

す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
の
環
境
対
策
と

し
て
簡
易
ト
イ
レ
、
毛
布
等
の
設
備
の
充

実
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
緊
急
通
信
シ

ス
テ
ム
の
統
一
化
の
た
め
の
検
討
を
行
い

ま
し
た
。

❻
公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
事
業�

�

５
５
９
万
円

　

利
用
者
の
安
心
・
安
全
を
図
る
た
め
、

公
園
パ
ト
ロ
ー
ル
車
に
よ
る
巡
回
点
検
及
び

簡
易
修
繕
等
を
行
う
と
と
も
に
、
公
園
施

設
の
状
況
把
握
や
修
繕
が
必
要
な
箇
所
の

リ
ス
ト
を
作
成
し
、
計
画
的
修
繕
に
よ
る

維
持
管
理
に
努
め
ま
し
た
。

❼
高
齢
者
の
24
時
間
在
宅
医
療
の
推
進
事
業�

�

６
７
０
万
円

　
病
気
が
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
し
た
い
と
希
望
さ
れ
る
方
に
対
し

て
、
24
時
間
在
宅
医
療
を
推
進
す
る
た
め

の
方
向
性
や
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
関
係

機
関
と
検
討
し
ま
し
た
。
ま
た
、
訪
問
看

護
や
、
医
療
・
介
護
の
連
携
に
つ
い
て
今

後
の
活
動
方
針
を
検
討
し
ま
し
た
。

❽
障
が
い
者
就
労
支
援
事
業
所
の
共
同

受
注
窓
口
等
の
整
備
事
業�

�

２
７
０
万
円

　
市
や
企
業
か
ら
の
役
務
等
の
発
注
業
務

を
円
滑
に
受
注
す
る
た
め
、
障
が
い
者
施

設
や
事
業
所
で
構
成
す
る
「
障
が
い
者
就

労
支
援
部
会
」
を
設
置
し
、
障
が
い
者
の

自
立
を
支
援
し
ま
し
た
。

❾
市
庁
舎
整
備
事
業�

�

１
億
１
，１
２
０
万
円

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
と
安

心
・
安
全
の
た
め
の
防
災
機
能
の
強
化
、

組
織
運
営
の
効
率
化
な
ど
を
図
る
た
め
、

新
庁
舎
を
整
備
し
ま
す
。
平
成
26
年
度

は
新
庁
舎
建
設
工
事
を
発
注
す
る
た
め
の

「
実
施
設
計
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

❶
甲
賀
Ｊ
Ｏ
Ｂ
フ
ェ
ア
事
業�

�

１
７
６
万
円

　
新
規
学
卒
者
や
若
年
求
職
者
と
市
内
の

企
業
等
と
の
「
合
同
就
職
面
接
会
」
を
開

催
し
、
正
規
雇
用
の
拡
大
や
市
内
の
企
業

等
の
活
性
化
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
障

が
い
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
た
面
接
会
を

開
催
し
、
障
が
い
者
雇
用
の
推
進
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

❷
農
業
後
継
者
総
合
支
援
事
業�

�

９
０
８
万
円

　
意
欲
あ
る
農
業
後
継
者
を
確
保
し
、
新

た
な
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
認
定
農

業
者
や
集
落
営
農
組
織
新
規
就
農
者
の
支

援
に
努
め
る
と
も
に
、
耕
作
条
件
不
利
地

で
あ
る
中
山
間
地
域
で
の
農
業
機
械
導
入

助
成
な
ど
市
独
自
制
度
を
設
け
、
き
め
細

か
い
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

❶
あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
改
修
事
業

�

９
，５
７
９
万
円

　
文
化
・
芸
術
の
拠
点
施
設
で
あ
る
あ
い

こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
に
つ
い
て
、
安
全
・

快
適
に
過
ご
せ
る
劇
場
空
間
と
舞
台
演
出

機
能
を
維
持
す
る
た
め
、
楽
屋
・
練
習
室

等
改
修
工
事
、
舞
台
照
明
改
修
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

❷
甲
賀
市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
事
業

�

４
４
９
万
円

　
子
ど
も
・
子
育
て
施
策
の
総
合
的
か
つ

効
率
的
な
推
進
に
よ
る
「
こ
う
か
子
ど
も・

子
育
て
応
援
団
」
の
確
実
な
実
現
と
国
制

度
へ
の
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
、「
甲
賀

市
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
団
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

❸
マ
タ
ニ
テ
ィ
歯
科
健
診
事
業�

�

79
万
円

　
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
む
た
め
の
妊
娠

期
の
健
康
づ
く
り
の
た
め
、
ま
た
、
生
ま
れ

て
く
る
子
ど
も
の
む
し
歯
予
防
の
た
め
に
、

妊
婦
を
対
象
に
市
内
歯
科
医
療
機
関
に
て

歯
科
健
診
と
歯
科
指
導
を
実
施
し
ま
し
た
。

❹
水
口
適
応
指
導
教
室
移
転
事
業�

�

４
，９
７
８
万
円

　
施
設
の
老
朽
化
に
伴
い
、
利
用
者
の
安

全
を
図
る
た
め
、
水
口
適
応
指
導
教
室
を

び
わ
湖
材
利
用
促
進
事
業
活
用
に
よ
り
新

築
し
、
平
成
27
年
３
月
末
に
移
転
を
完
了

し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
水
口
教
室
を
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
甲
賀
・
信
楽
各
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
の
指
導
員
の
連
携
強
化
を
図
る

こ
と
で
、
不
登
校
等
の
課
題
を
持
つ
児
童

生
徒
の
学
校
復
帰
に
向
け
た
教
育
環
境
の

充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。

❺
生
き
る
力
を
育
て
る
夢
は
ぐ
く
み
事
業

�

１
，５
５
５
万
円

　
小
学
校
４
年
生
以
上
で
漢
字
検
定
を
、
中

学
校
全
学
年
で
英
語
検
定
の
受
検
を
支
援

し
、
基
礎
学
力
の
定
着
と
意
欲
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応

し
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
小

学
校
５・６
年
の
外
国
語
活
動
の
授
業
す
べ
て

に
Ａ
Ｌ
Ｔ（
外
国
語
指
導
助
手
）を
派
遣
し
、

英
語
力
の
基
礎
と
児
童
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
を
育
む
環
境
を
整
え
ま
し
た
。

元
気
と
安
心
、
み
ん
な
で
守
る
甲
賀
の
暮
ら
し

創
造
と
交
流
、
進
化
が
生
み
だ
す
甲
賀
の
活
力

❶�子どもの安全対策委員会で実施した自転車通
学体験

❷市営住宅寺庄団地

❻�

公
園
施
設
の
定
期
的
な
点
検
作
業
の
様
子

❶�

碧
水
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
合
同
就
職
面
接
会

学
び
と
育
ち
、
き
ず
な
が
育
む
甲
賀
の
未
来
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問
い
合
わ
せ

監
査
委
員
事
務
局

☎
６
５‐０
６
５
６
／

６
３‐４
５
７
７

問い合わせ

財政課　財政係　
☎６５-０６７６／ ６３-４６５４

決 算 審 査 報 告

し
た
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
も
関
係
法
令
に
準
拠

し
て
作
成
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
計
数
も
正
確

で
、
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め

ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
般
会
計
の
実
質
収
支
額
は

７
億
４
千
７
百
万
円
余
の
黒
字
で
あ
り
、
特

別
会
計
全
体
の
実
質
収
支
額
は
10
億
４
千

５
百
万
円
余
の
黒
字
と
なって
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
病
院
事
業
会
計
決
算
で
は
、
当

年
度
純
損
失
６
千
３
百
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
、
診
療
所
事
業
会
計
お
よ
び
介
護
老
人

保
健
施
設
事
業
会
計
の
決
算
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
１
千
１
百
万
円
余
、
８
百
万
円
余
の
純
利

益
と
な
っ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
会
計
決
算

で
は
、
当
年
度
純
利
益
が
３
億
円
弱
と
な

監
査
委
員

�

山や
ま
本も
と
哲て
つ
雄お

�

橋は
し
本も
と
律り
つ
子こ

　

平
成
26
年

度
甲
賀
市
一

般
会
計
お
よ

び
各
特
別
会

計
決
算
、
基

金
の
運
用
状

況
、
公
営
企
業
会
計
決
算
、
財

政
健
全
化
及
び
経
営
健
全
化
判

断
比
率
に
つ
い
て
、
各
会
計
の
決

算
書
お
よ
び
付
属
書
類
等
を
関

係
職
員
の
説
明
を
聴
取
し
て
審
査

健全化判断比率
および資金不足比率
「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に
より、平成２６年度決算に基づく甲賀市の健全化
判断比率および資金不足比率を公表します。

　健全化判断比率および資金不足比率が一定の基
準値を超えた場合、改善が必要な状態とみなされ、
財政健全化計画を策定することなどが義務付けられ
ます。
　算定の結果、各数値は基準値を下回るとともに、
算定開始以来、改善傾向を持続しています。
　今後も限られた財源を効果的に活用するとともに、
一層の財政の健全化に向けた取り組みを進めていき
ます。

健全化判断比率

資金不足比率

財政健全化について

　公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模であ
る料金収入の規模と比較して指標化し、経営状態の
悪化の度合を示すものです。

◆�全ての公営企業会計（病院・水道・診療所・介護老人保健
施設・公共下水道・農業集落排水）で資金不足は生じてい
ません。�  
経営健全化基準…20.0％

◦�実質赤字比率および連結実質赤字比率は実質赤字額
がないため「－」で表示しています。

◦�早期健全化基準を括弧内に記載しています。
※�実質公債費比率：市の借入金（地方債）の返済額お

よびこれに準じる額の大きさを指標化したもので、比
率が低いほど健全であるといえます。
　�将来負担比率：市の借入金（地方債）や将来に支払

う可能性のある負担等の残高を指標化したもので、
比率が低いほど健全であるといえます。

り
、
結
果
当
年
度
未
処
分
利
益
剰
余
金
は

33
億
２
百
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
財
政
健
全
化
判
断
比
率
で
は
、

各
会
計
の
実
質
収
支
額
が
黒
字
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
質
赤
字
比
率
お
よ

び
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
ず
、

実
質
公
債
費
比
率
お
よ
び
将
来
負
担
比
率

は
、
い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
減
少
す
る
な

ど
、
４
指
標
と
も
総
務
省
が
示
す
早
期
健

全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
良

好
な
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
財
源
の
確
保・

充
実
、
市
税
等
の
収
納
向
上
に
努
め
る
一

方
、
各
施
策
や
事
業
の
緊
急
性
、
必
要
性
、

有
効
性
、
経
済
性
等
を
見
極
め
た
う
え
で
、

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
・
効
果
的
な
経
費

支
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、「
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
こ
と
が
今
ま
で

以
上
に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
社
会
経
済
環
境
を

見
誤
る
こ
と
な
く
的
確
に
読
み
取
り
、
組

織
の
現
状
分
析
・
改
善
と
市
民
福
祉
の
向

上
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
以
上
、
平
成
26
年
度
決
算
審
査
に
お
け

る
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実質公債費
比率 将来負担比率

ー ー 11.1 65.7
(12.13) (17.13) (25.0) (350.0)

❶
地
域
で
育
む
美
し
い
里
づ
く
り
事
業

�

４
２
６
万
円

　
公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業
集
落
排
水
の

集
合
処
理
が
、
著
し
く
遅
れ
る
集
落
に
対

し
、合
併
浄
化
槽
の
面
的
整
備
を
推
進
し
、

早
期
の
水
洗
化
に
よ
る
生
活
環
境
の
改
善

お
よ
び
公
共
水
域
の
水
質
保
全
を
図
り
ま

し
た
。
平
成
26
年
度
は
、
多
羅
尾
区
に
お

い
て
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

❷
甲
賀
市
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

�

９
７
６
万
円

　
平
成
26
年
10
月
１
日
に
市
制
施
行
10
周

年
を
迎
え
記
念
式
典
お
よ
び
提
案
事
業
等

を
行
い
ま
し
た
。
旧
５
町
に
よ
る
合
併
か

ら
10
年
の
一
体
感
の
醸
成
に
向
け
た
ま
ち

づ
く
り
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
未
来
に

向
か
っ
て
輝
き
続
け
る
ま
ち
の
姿
を
市
内

外
に
強
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

❶
公
共
下
水
道
整
備
事
業�

�

６
億
８
，１
４
１
万
円

　
市
民
の
生
活
環
境
の
向
上
と
公
共
水
域

の
保
全
の
た
め
、
水
口
町
山
地
区
、
甲
南

町
池
田
地
区
等
の
下
水
道
整
備
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

❷
給
水
車
購
入
事
業�

�

１
，４
８
９
万
円

　
台
風
や
地
震
災
害
等
に
よ
る
非
常
事
態

に
お
い
て
、
避
難
所
及
び
医
療
機
関
へ
の

迅
速
な
給
水
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
給
水

タ
ン
ク
３
ト
ン
の
積
載
容
量
と
な
る
動
力

特
別
会
計
・
企
業
会
計
で
実
施
し
た
事
業

❷市制施行１０周年記念式

❷新規購入された給水車

魅
力
の
伝
承
、
誇
り
を
伝
え
る
甲
賀
の
宝

※�主な事業の詳細については、
市ホームページ『平成26年
度 甲賀市決算概要』に掲載
しています。

❸
地
域
産
業
活
性
化
支
援
事
業�

�

２
８
８
万
円

　
地
域
産
業
の
活
力
維
持
、
活
性
化
等
を

図
る
た
め
、
滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校
に

お
い
て
県
外
か
ら
受
け
入
れ
た
生
徒
に
対

し
、
宿
舎
や
生
活
諸
費
用
の
支
援
を
行
い

ま
し
た
。

❹
緊
急
経
済
対
策
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

�

５
，６
０
３
万
円

　
市
内
経
済
の
活
性
化
と
、
雇
用
の
安
定

等
を
図
る
た
め
、
市
内
業
者
に
よ
り
行
っ

た
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
対
し
て
施
行

経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。
約
７
億

円
の
直
接
消
費
に
つ
な
が
り
大
き
な
経
済

効
果
を
得
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
は

福
祉
世
帯
（
子
育
て
・
高
齢
者
・
障
が
い

者
世
帯
）
を
優
先
と
し
ま
し
た
。

❺
甲
南
駅
周
辺
整
備
事
業�

�

１
億
９
，８
６
８
万
円

　

地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
安
全
で
利
便

性
の
あ
る
都
市
施
設
の
整
備
に
向
け
、
甲

南
駅
舎
改
築
、
駅
自
由
通
路
の
設
置
、
南

北
両
側
の
駅
前
広
場
、
甲
南
駅
へ
の
ア
ク
セ

ス
道
路
お
よ
び
雨
水
排
水
管
等
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
は
甲
南
駅

前
線
の
橋
梁
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

ポ
ン
プ
設
備
を
備
え
た
４
輪
駆
動
式
の
車

両
を
購
入
し
ま
し
た
。
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新しい保育・教育環境をめざして⑤
適正配置計画、再編の進め方と配慮すべきこと

シ
リ
ー
ズ

　本計画は、これからの幼稚園・保育園、小学校・中学校のあり方について、今後、皆さまとお話し合いを進める
際の指針となることを願い、策定しました。
　この計画がめざすもの、それは、単に園・学校の適正規模化を図ることではなく、次代を担う「子どもたちの確か
な育ち」を見据えた新しい教育環境を整えようとするものです。
　就学前の保育・教育と9年間の義務教育をとおして、「社会に挑む　夢と力を蓄えた（15歳）中3生」を
育てたいと願うものです。

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
内　
教
育
環
境
整
備
室　
☎
８
６‐８
１
４
８
／
８
６‐８
３
８
０

　

再
編
の
取
り
組
み
に
は
、
保
護

者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の
考
え
が
反

映
で
き
る
体
制
づ
く
り
が
最
も
大

切
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
本
計
画
を
も
と
に
左
図

の
よ
う
に
地
域
の
皆
さ
ま
の
参
画
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
段
階
的
に
協

議
い
た
だ
く
場
を
設
け
ま
す
。

再
編
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

　
な
お
、（
仮
称
）
再
編
検
討
協
議

会
の
設
置
時
期
に
つ
い
て
は
、
今
後

さ
ら
に
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ま
の

声
を
聴
か
せ
て
い
た
だ
く
な
か
で
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（仮称）再編検討協議会

（仮称）実施計画検討協議会

　現学区単位に、PTA・保護者会・区・自治会・自治振興会など
の代表者で構成。子どもたちの健やかな成長を促す保育・教育環
境の整備、充実を第一義とする本計画を基本に協議します。

　◆協議する内容
　　�再編の是非を含めた基本事項（統合方式、統合時期、統合位置等）

　新しい園・学校単位に PTA・保護者会・区・自治会・自治振興会・
教諭・保育士などの代表者で構成。新しい園・学校づくりのための
主要課題や調整事項について協議します。

　◆協議する内容
　　�名称や校歌、校章、制服、通学（園）方法、園・学校行事等

※　幼稚園・保育園の　　　は公立園、　　　は私立園を示しています。
※　にこにこ園とは、幼稚園と保育園の施設や運営を一元化した園の通称名です。
※　認定こども園とは、就学前保育・教育を一体的に提供する新たに枠組みされた園です。
※　地域協議とは、下図の（仮称）再編検討協議会での再編の是非を含めた協議を示します。

水 口 地 域

水
口
中
学
校
区

城
山
中
学
校
区

現状

水口幼稚園

水口西保育園
水口東保育園
岩上保育園
伴谷幼稚園
伴谷保育園

計画

水口幼稚園

水口西保育園

統合認定こども園
（幼保一体型園）

統合認定こども園
（幼保一体型園）

水口中学校
伴谷小学校
柏木小学校
貴生川小学校
綾野小学校

柏木保育園
水口北保育園

貴生川認定こども園
（幼保一体型園）

柏木保育園
水口北保育園

貴生川認定こども園
（幼保一体型園）

幼稚園・保育園

地域協議

城山中学校

伴谷東小学校
水口小学校

水口中学校
伴谷小学校
柏木小学校
貴生川小学校
綾野小学校

城山中学校

伴谷東小学校
水口小学校

現状 計画小学校・中学校

地域協議
（通学区域）

土 山 地 域
現状 計画幼稚園・保育園 現状 計画小学校・中学校

土山にこにこ園
（土山幼稚園＋土山保育園）

山内保育園
大野保育園

鮎河保育園【休園】

土
山
中
学
校
区

統合認定こども園
（幼保一体型園）地域協議 地域協議

土山中学校

統合校

土山中学校
大野小学校
土山小学校
山内小学校

鮎河小学校【休校】

甲 賀 地 域
現状 計画幼稚園・保育園 現状 計画小学校・中学校

大原にこにこ園
（大原幼稚園＋甲賀東保育園）

甲賀西保育園 甲賀西保育園

油日にこにこ園
（油日幼稚園＋甲賀西保育園南分園）

甲賀北保育園

甲
賀
中
学
校
区

統合認定こども園
（幼保一体型園）

地域協議
地域協議

甲賀中学校

統合校

甲賀中学校
大原小学校
油日小学校
佐山小学校

甲 南 地 域

甲南第一小学校
希望ヶ丘小学校
甲南第二小学校
甲南第三小学校
甲南中部小学校

甲
南
中
学
校
区

現状 計画

甲南幼稚園

甲南希望ヶ丘保育園

統合認定こども園
（幼保一体型園）

甲南中学校

甲南のぞみ保育園
こうなん保育園

幼稚園・保育園

地域協議

甲南中学校
甲南第一小学校
希望ヶ丘小学校

現状 計画小学校・中学校

地域協議
（通学区域）

地域協議

統合校

甲南希望ヶ丘保育園

甲南幼稚園
甲南のぞみ保育園
こうなん保育園

甲南東保育園
甲南北保育園
甲南西保育園
甲南南保育園

信 楽 地 域

明照保育園

雲井保育園
朝宮保育園

多羅尾保育園【休園】

信楽にこにこ園
（信楽幼稚園＋信楽保育園） 信

楽
中
学
校
区

現状 計画

明照保育園

統合認定こども園
（幼保一体型園）

幼稚園・保育園

地域協議

信楽中学校
現状 計画小学校・中学校

地域協議
（通学区域）

地域協議
統合校

信楽中学校
信楽小学校
雲井小学校
小原小学校
朝宮小学校
多羅尾小学校
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児童クラブ名 学校区 申し込み期間 電話番号
水口児童クラブ 水口 １１月１１日（水）～１８日（水）

※入所希望者説明会
　１１月４日（水）２０時〜　碧水ホール
　受付場所
　◦新規利用者等は事務局　
　　平日　９時３０分～１７時３０分　　土曜日　９時３０分～１２時
　◦既利用者は各児童クラブ
　　平日　１５時～１８時３０分
　　（申請用紙は説明会以降に事務局と各児童クラブで渡します。）

ＮＰＯ法人
わくわくキッズ
☎６３－４６５５

（水口町八坂）

綾野児童クラブ 綾野
貴生川児童クラブ 貴生川
貴生川第２児童クラブ 貴生川
伴谷児童クラブ 伴谷
伴谷東児童クラブ 伴谷東
柏木児童クラブ 柏木
土山かしきや児童クラブ 土山
大野児童クラブ 大野
油日児童クラブ 油日 11月2日（月）～13日（金） ☎８８－２３８４
大原児童クラブ 大原・佐山

１１月２日（月）～１３日（金）
労協センター事業団　甲賀事業所　☎７６－３６９０

☎８８－２３６８
甲南そまっこ児童クラブ 甲南第一 ☎８６－７７９８
甲南わくわく児童クラブ 希望ヶ丘 ☎８６－４０２４
甲南なかよし児童クラブ 中部・第二・第三 ☎８６－１５７７
小原つばさ児童クラブ 小原 ☎８２－４５１１
雲井くもっこ児童クラブ 雲井 ☎８３－０３１１
信楽児童クラブ 信楽 ☎８２－２０１０

児童クラブ利用申し込み受付開始
　市では、保護者が仕事などにより昼間家庭で保育でき
ない児童に対し、健全な育成を図るため、放課後の集
団生活の場「児童クラブ」（学童保育）を設置しています。
申し込みを下記のとおり行いますので、この期間にお申
し込みください。
※平成２７年度から対象者を小学校６年生までに拡大しています。
※�詳しくは、各クラブにお問い合わせください。水口・土山地域の

お問い合わせは、ＮＰＯ法人わくわくキッズ事務局にお願いします。 
なお、ＮＰＯ法人わくわくキッズでは、新規利用者向けに入所
希望者説明会を開催します。

※入所については、入所基準に該当し保育の必要性の高い方か
ら決定します。

●利用対象者　小学校１～６年生
●利用時間
　�平　日：放課後～18時30分�  

土曜日：８時～18時30分（希望者５人以上で開所を検討します）
長期休暇：８時～18時30分

●�利用料金　平日10,000円／月（土曜日、長期休暇
は利用料金が加算されます。）

●�申込先　通学している学校区の児童クラブ�
(わくわくキッズの新規利用者は事務局のみ）

平成２８年度

問い合わせ

こども応援課　子育て支援係　☎８６-８４２３／ ８６-８０２９

　
山
田
氏
は
、
平
成
16
年
12
月
の
就
任
以
来
、
委
員
長

職
務
代
理
者
、
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
間
、
幼
保

一
元
化
の
環
境
整
備
の
推
進
や
、
水
口
岡
山
城
史
跡
指

定
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
平
成
25
年
度
に
は
、
滋
賀
県
都
市
教
育
委
員
会
連
絡
協
議
会
長
を
務
め

ら
れ
、
県
下
の
教
育
行
政
に
お
い
て
も
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
と
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
、
地
方
教
育
行
政
功
労
者

表
彰
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

地
方
教
育
行
政
功
労
者
表
彰
（
文
部
科
学
大
臣
表
彰
）

�
甲
賀
市
教
育
委
員
会
委
員
長
　
山や

ま

田だ

喜き

一い
ち

朗ろ
う

氏
（
水
口
町
）

問い合わせ

地域コミュニティ推進室　☎６５‐０６８７

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
幸
せ
を
感
じ
て
い
た

だ
き
、
未
来
に
向
け
誇
り
の
持
て
る
甲
賀

市
を
実
現
す
る
た
め
、
平
成
25
年
度
か
ら

「（
仮
称
）甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
の
制

定
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
14
人
の
市
民
策
定
委
員
に
よ
る
自
治
基

本
条
例
策
定
委
員
会
か
ら
答
申
さ
れ
た
条

例
骨
子
案
を
基
に
、
こ
の
ほ
ど
、
市
と
し

て
の
条
例
素
案
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「（
仮
称
）甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
」
は
、

自
治
の
理
念
や
市
民
・
議
会
・
市
役
所
等

の
役
割
を
明
ら
か
に
し
、
市
民
参
加
や
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
甲
賀
市
の
自
治
の

基
本
を
定
め
る
も
の
で
す
。

 

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

　
11
月
16
日
か
ら
20
日
に
か
け
て
、
市
内

５
会
場
に
お
い
て
、（
仮
称
）甲
賀
市
自
治

基
本
条
例
【
素
案
】
の
説
明
を
行
い
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を
反
映
し
、
条

例
案
を
作
成
す
る
た
め
に
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
を
開
催
し
ま
す
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
は
、
条
例
の
必
要
性
や
条
例
素
案
の

内
容
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
、
皆
さ
ん

か
ら
の
ご
意
見
や
ご
質
問
を
お
受
け
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▪
開
催
日
程

日
時

地
域
場
所

11
月
16
日（
月
）
土
山
土
山
開
発
セ
ン
タ
ー

11
月
17
日（
火
）
甲
賀
か
ふ
か
生
涯
学
習
館

（
甲
賀
公
民
館
）

11
月
18
日（
水
）
水
口
碧
水
ホ
ー
ル

11
月
19
日（
木
）
信
楽
信
楽
開
発
セ
ン
タ
ー

11
月
20
日（
金
）
甲
南
甲
南
情
報
交
流
セ
ン

タ
ー（
忍
の
里
プ
ラ
ラ
）

�

（
※
時
間
は
い
ず
れ
も
19
時
30
分
～
21
時
）

 

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

　
あ
わ
せ
て
、
こ
の
条
例
【
素
案
】
に
広

く
市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
、「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト（
意
見

の
公
募
）」
を
実
施
し
ま
す
。

○
意
見
募
集
期
間 �

　
11
月
１
日（
日
）か
ら
11
月
30
日（
月
）

○
意
見
を
提
出
で
き
る
方 �

　
◦�

市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
方

　
◦�

市
内
に
事
業
所
、
事
務
所
を
有
す
る

個
人
お
よ
び
法
人
そ
の
他
の
団
体

○
条
例
【
素
案
】
の
閲
覧
場
所 �

　
◦
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
◦�

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室（
甲
賀
市

役
所
水
口
庁
舎
２
階
）

　
◦�

旧
支
所
で
あ
る
土
山
、
甲
賀
大
原
、
甲

南
第
一
、
信
楽
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

○
意
見
の
提
出
方
法 �

　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号（
市
外
在
住

の
方
で
市
内
勤
務
の
方
は
勤
務
先
、
市
内

在
学
の
方
は
学
校
名
）、
意
見
の
あ
る
ペ
ー

ジ
番
号
な
ど
を
明
記
の
う
え
、
各
閲
覧
場

所
に
直
接
持
参
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
意
見
の
取
り
扱
い �

　
提
出
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
は
、
住
所
・

氏
名
な
ど
個
人
情
報
を
除
き
、
回
答
と
あ

わ
せ
て
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
個
別
の
回
答
は
い
た
し

ま
せ
ん
。

　
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
等
を
基
に
、

庁
内
で
再
度
条
例
案
を
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

未
来
の
ま
ち
づ
く
り
は
自
分
た
ち
の
手
で

～
（
仮
称
）
甲
賀
市
自
治
基
本
条
例
【
素
案
】
に
つ
い
て

�

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
～

　市では、多様化する市民ニーズや地域課題に対応するため、市
民活動団体と市がお互いの利点を活かし、協力して課題解決を図
る協働事業に取り組んでいます。
　この度、市民活動団体による平成２８年度の協働事業の提案につ
いて、実施の可否を審査する手続きの一環として公開プレゼンテー
ションを行います。甲賀市との協働事業にご関心のある方はぜひお
越しください。

問
い
合
わ
せ・提
出
先

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室　

地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係

☎
６
５‐０
６
８
７
／

６
３‐４
５
５
４

koka10044000@
city.koka.lg.jp

市民協働事業公開プレゼンテーション
� を実施します

平成２８年度実施分

▲昨年度プレゼンテーションの様子

日時  １１月１５日（日）９時～１２時３０分（予定）
場所  水口社会福祉センター　福祉ホール

〇�

販
売
場
所

　

�

甲
賀
市
商
工
会
・
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー
ン

花は
な

野や

果か

市い
ち

・
陶
芸
の
森
・
道
の
駅

あ
い
の
土
山
・
信
楽
駅
・
甲
賀
市

観
光
協
会
・
信
楽
町
観
光
協
会
他

〇�

商
品
引
換
期
限

　
平
成
28
年
１
月
31
日（
日
）ま
で

※�

詳
し
く
は
甲
賀
市
商
工
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
域
特
産
品
カ
タ
ロ
グ

「
愛
♡
こ
う
か
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」

５
，０
０
０
円
相
当
の
商
品
を
３
，０
０
０
円
で
販
売
！

　
地
元
甲
賀
市
の
特
産
品
39
品
目
か
ら
お
好
き
な
商
品
を
選
べ
る
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ

ト
「
愛
♡
こ
う
か
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト
」
を
好
評
販
売
中
で
す
。

問
い
合
わ
せ

甲
賀
市
商
工
会　
☎
６
２‐１
６
７
６
／

６
３‐１
０
５
２

商
工
政
策
課　
☎
６
５‐０
７
０
９
／

６
３‐４
０
８
７

～
使
い
道
い
ろ
い
ろ
～

・
冠
婚
葬
祭
の
お
返
し

・
快
気
祝
い
・
新
築
の
お
祝
い
返
し

・
お
友
達
、
職
場
で
の
会
食
用

・
ご
自
宅
分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
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であいこうか
D E A I  K O K A

婚活のお手伝いで地域活性化

仲人士　西
に し

川
か わ

大
だ い

輔
す け

さん

■仲人士とはどのような資格ですか？
　全国で活動展開するNPO法人が認定する資格で、合格することで結
婚希望者に対して親切・丁寧な対応を心掛ける仲人として認められます。
近年、結婚相談に関するトラブルは決して少なくはないので、結婚を希
望される方に、より安心して申し込んでいただけるよう取得しました。

■仲人士としての活動を始められたきっかけは？
　あるとき、独身の友人の何人かから、交流の場を作ってほしいと声を
かけられました。そして、もともと店長と知り合いであった水口町のカフェ
でカップリングパーティーを催したのが第１回です。
　それから回を重ね、徐々に口コミで広まっていきました。私もみんな
と一緒に、楽しくワイワイと過ごすのが好きだったので、共に成長してこ
られたのだと思います。

■これからの目標は？
　第１回から丸６年が経ちました。今では、私の活動を通して結婚相手に
巡り合えた方が地域に住むことで、活性化につながればと考えています。
まずは成婚100組。そしてその先の1000組を目標に頑張っていきたい
と思っています。

　スポーツ用品店を営む一方で、
これまで仲人士として、地域で結
婚希望者の交流の場を数多く設け
てきた西川さん。その実績は６年
間で約４5０回のカップリングパー
ティー、結婚に至ったカップルは
８０組を数えます。今回は、婚活
支援を通して地域活性化をめざす
仲人士にお話を伺いました。

4
news

1
news

　１０月１０日から１２日の３日間、「紫
しがらきのみやみやこ

香楽宮都あかり」
が隼人川みずべ公園周辺で催されました。
　このイルミネーションイベントでは、紫香楽宮の象徴
と言われる「宮殿と朱雀門」が６万球の LED ライトで蘇
りました。
　また、甲賀寺跡では、時間毎に色を変えるライトが設
置され、会場と会場をつなぐ道には4000個の信楽焼の

「透光陶器」が幻想的な光を放ち、訪れた観光客を天
平の時代に誘いました。

3
news

2
news

◀
さ
ま
ざ
ま
な
光
に
彩
ら
れ
た
会
場

食の匠の出張講座
プロの技を間近で学ぶ

▲調理のアドバイスを受ける児童たち

▲号砲で一斉にスタートを切る児童たち

▼作品を前に体験学習をする生徒たち

　さまざまな職業の方に生き方を学ぶ、「生
き方学習」が１０月５日、甲南第三小学校で
実施されました。
　世界料理オリンピック入賞のシェフを講
師に招き「食の匠の出張講座」と題したこ
の日のイベントは、将来コックになりたいと
いう児童の希望により実現したものです。
　メニューは滋賀県の地産食材を使った、
近江牛ハンバーグ、瀬田しじみ入りミネス
トローネなどで、児童たちは、プロの料理
人と一緒に作った料理に「本当に美味しい」
と舌鼓をうちました。

甲
賀
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

水
口
細
工
体
験
学
習

自
己
記
録
を
め
ざ
し
て

地
域
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ

　
水
口
高
校
１
年
生
に
よ
る
水
口
細
工
体
験
学
習
が
10
月
６

日
、
水
口
中
央
公
民
館
鹿
深
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
体
験
学
習
の
指
導
に
あ
た
っ
た
の
は
「
水
口
細

工
復
興
研
究
会
」
の
皆
さ
ん
で
、
初
め
て
水
口
細
工
の
ス
ト

ラ
ッ
プ
を
作
る
と
い
う
高
校
生
一
人
ひ
と
り
に
親
身
な
ア
ド

バ
イ
ス
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
会
会
長
の
橋は

し

本も
と

黄こ
う

市い
ち

さ
ん
は
、「
子
ど
も
た
ち
は
思
っ
て

い
た
以
上
に
器
用
で
、非
常
に
集
中
力
が
あ
る
」
と
感
心
し
、

伝
統
工
芸
の
継
承
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　

甲
賀
市
小
学
校
陸
上
記
録
会

が
10
月
７
日
、
水
口
ス
ポ
ー
ツ
の

森
陸
上
競
技
場
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

秋
晴
れ
の
も
と
、
市
内
22
小

学
校
の
６
年
生
が
ト
ラ
ッ
ク
、
投

て
き
、
跳
躍
の
種
目
に
分
か
れ
、

記
録
に
挑
み
ま
し
た
。

　
好
記
録
、
新
記
録
が
ア
ナ
ウ
ン

ス
さ
れ
る
度
に
、
学
校
の
垣
根
を

越
え
た
拍
手
と
歓
声
が
、
競
技

場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

光でよみがえる古の都
紫香楽宮　都あかり

検　索滋賀コン　カップリング
西川さん

運営ブログ
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  ま   ち   か   ど

特派員のページ

土
山
の
手
作
り
市『
ほ
の
ぼ
の
マ
ル
シ
ェ
』

　（公財）甲賀創健文化振興財団主催の「くすりのま
ち甲賀第３１回１０時間（５時間）耐久リレーマラソン大
会」が１０月１１日、甲賀中央公園周回コース（１周１．５
ｋｍ）で開催され、市内、県内をはじめ近隣府県や関
東、東海方面などから２４６チーム、１，７５１人のランナー
が１０時間と５時間の部に分かれ、秋空のもと周回数を
競い合いました。
　また、現役時代はトップランナーとして実業団駅伝な
どで大活躍され、２０００年シドニー五輪マラソン日本代
表の川

かわ

嶋
しま

伸
しん

次
じ

さん（旭化成陸上部コーチ）をゲストに迎
え、長距離走
の技術的なア
ドバイスに加
え、走る楽し
さや喜びにつ
いて手ほどき
を受けました。

　今年も紅葉のきれいな季節がやってきます。恒例の
「大河原もみじまつり」が１１月２２日に、かもしか荘
駐車場一帯（雨天の場合はふれあいホール）で開催さ
れます。
　地元大河原区を中心とした実行委員会の手づくりの
催しですが、餅つきやアトラクションが予定されており、
特産品販売は毎年ほぼ完売するほどの人気の催しです。
　秋の休日のひととき、青土ダムから大河原までの色鮮
やかな紅葉を見ながら、ぜひ会場までお越しください。

　
今い

ま

郷ご
う

好こ
う

日じ
つ

会か
い

は
、市
民
協
働
事
業
と
し
て
岩
上
地
域

（
旧
東
海
道
沿
道
中
心
）
の
景
観
、
日
々
の
暮
ら
し
、

祭
り
、
農
作
業
な
ど
住
民
の
心
に
残
る
心
象
風
景
を

絵
屏
風
に
描
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
絵
図
は
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
残

す
活
動
を
さ
れ
て
い
る
今
郷
好
日
会
が
今
ま
で
の
活

動
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
と
共
に
、地
域
の
多
く
の
方
々

か
ら
子
ど
も
の
頃
の
遊
び
や
祭
り
、
地
元
に
残
る
自

然
風
土
等
を
聞
き
、
描
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
後
「
岩
上
ふ
る
さ
と
絵
屏
風
」
が
、
ま
ち
づ
く

り
活
動
や
次
世
代
に
語
り
継
が
れ
る
郷
土
史
料
と
し

て
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
快
晴
に
恵
ま
れ
た
空
の
も
と
、
９
月
20
日
、恒
例

の
甲
南
第
三
小
学
校
と
甲
南
第
三
学
区
民
合
同
の

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
「
小
さ
な
光
を
た
く
さ
ん
集
め

て
大
き
な
光
に
か
え
て
い
こ
う
！
」
を
合
言
葉
に
し

て
、
子
ど
も
た
ち
は
赤
組
と
白
組
に
分
か
れ
、
地

域
は
５
つ
の
字
別
対
抗
で
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
を
め
ざ

し
て
各
種
目
に
一
生
懸
命
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
入
学
前
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
ま
で
小
学
校
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
集
ま
り
、
最
高
の
笑
顔
と
歓
声
が
沸
き
上
が
る
中
、
地
域
の
絆
を
深
め
る
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

平成２７年度 大河原もみじまつりが開催されます
� ［鮎河地域市民センター］

「
岩
上
ふ
る
さ
と
絵え

屏び
ょ
う

風ぶ

」
完
成

�

［
岩
上
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

地
域
と
学
校
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た

甲
南
第
三
学
区
運
動
会

�

［
甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
］

ゆっくり走ろう鹿深の里を
� ［甲賀大原地域市民センター］

▼ふれあい玉入れ合戦の様子

▲昨年度開催時の様子

▲完成した岩上ふるさと絵屏風

▲タスキ受け渡し地点を通過するランナー

地域市民センター地域市民センター 東西南北東西南北
こうかまちかど特派員

岸
き し

　夕
ゆ

夏
か

ほ
の
ぼ
の
と
し
た

手
作
り
市
を
め
ざ
し
て

　
も
と
も
と
、
近
年
各
地
で
増
加
し
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
に
出
掛
け
楽
し
ん
で
い
た
私
た
ち
。
い
つ
し
か
土

山
に
も
こ
ん
な
風
に
楽
し
め
る
場
所
が
あ
れ
ば
い
い

の
に
・
・
・
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
な
ら
自
分

た
ち
で
始
め
て
み
よ
う
と
思
い
つ
い
た
の
が
「
ほ
の

ぼ
の
マ
ル
シ
ェ
」
で
す
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
４
人
は
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
私
と
、
お
茶
専
業
農
家
で
あ
る

中な
か
む
ら村
絢あ

や

子こ

さ
ん
、
管
理
栄
養
士
の
資
格
を
持
つ
村む

ら

井い

温あ
つ

子こ

さ
ん
、
大
学
非
常
勤
講
師
兼
フ
リ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
吉よ

し

田だ

佐さ

江え

子こ

さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
格

と
特
技
を
生
か
し
た
、
土
山
ら
し
い
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
手
作
り
市
を
め
ざ
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
中
村
さ
ん
は
、
ほ
の
ぼ
の
マ
ル
シ
ェ
に

て
「
お
茶
離
れ
傾
向
の
あ
る
若
い
世
代
の
方
に
も
、

土
山
の
風
土
が
育
て
た
お
茶
の
味
を
知
っ
て
も
ら

い
、
急
須
で
淹
れ
た
お
茶
を
飲
む
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
」
と
言
い
、
そ
ん
な
思
い
で
お
客
様
を

も
て
な
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
人
が
集
う
場
に

　
昨
年
５
月
に
第
１
回
を
開
催
し
、
２
回
、
３
回
と
回

を
重
ね
る
ご
と
に
お
客
さ
ま
、
出
店
者
の
方
も
増
え
賑

わって
い
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ま
連
れ
の
お
客
様
に

も
気
軽
に

来
場
い
た

だ
け
る
よ

う
、
キ
ッ

ズ
ス
ペ
ー

ス
や
イ
ー
ト
イ
ン
ス
ペ
ー
ス
も
設
け
て
あ
り
ま
す
。

　
開
催
場
所
で
あ
る
土
山
町
大
野
小
学
校
内
に
あ
る

同
窓
会
館
は
、
築
約
90
年
の
レ
ト
ロ
感
漂
う
趣
き
の

あ
る
建
物
で
す
。
ほ
の
ぼ
の
マ
ル
シェ
が
、
あ
ら
ゆ
る

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
多
く
の
人
が
集
う
そ
ん
な

場
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。
み
な
さ
ん
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▲スタッフの４人

▲ほのぼのマルシェが催された館内の様子

【
あ
っ
た
ら
い
い
な
、
こ
ん
な
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
場
所
♪
】

そ
ん
な
想
い
で
始
ま
っ
た
手
作
り
市
「
ほ
の
ぼ
の
マ
ル
シ
ェ
」
は
、
私
を
含
む
近
所
の
マ
マ
友
４
人
が
集
ま
り
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

企
画
、
運
営
し
、
自
ら
も
出
店
し
て
い
ま
す
。

開
催
日
：�

次
回
開
催
日　
11
月
29
日（
日
）10
時

か
ら
15
時�

�

不
定
期
年
２
回

場　
所
：
土
山
町
大
野
小
学
校
内
同
窓
会
館

駐
車
場
：
有
り

Date問
い
合
わ
せ・申
し
込
み

☎
０
９
０‐５
６
６
４‐０
３
１
４
（
岸
）

☎
０
９
０‐４
３
８
２‐１
９
６
５
（
中
村
）

Facebook:https://w
w

w
.facebook.

com
/honobonom

arche4
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いい
情報交流広場

となりまちとなりまち
伊賀市伊賀市伊賀市伊賀市

vol.vol.

5757ここかか
亀山市亀山市亀山市亀山市

甲賀市甲賀市甲賀市甲賀市

行政情報番組 きらめきこうか

学習情報番組
とびだせ！わくわく学習室

番組
ガイド

番組
ガイド

市政情報や地域の催しなどを放映しています。
ぜひご覧ください。

（※あいコムこうか光テレビ１１チャンネルの有料契約が必要となります）

　小学生を対象にした学習情報番組を、あい
コムこうか１１チャンネルで放送しています。
　ぜひご覧ください。

コーナー名  
放映日 １０月３１日～１１月７日 １１月７日～１１月１４日

きらめき情報局 子ども虐待と支援
（前編）

子ども虐待と支援
（後編）

くらしナビ 雑誌スポンサー制度 秋の火災予防運動

エンディング 甲賀北保育園
ぱんだぐみ

甲賀北保育園
こあらぐみ

放送日 １０月２６日～１１月１日 １１月２日～１１月８日 １１月９日～１１月１５日

①10分 ４年生・国語②
漢字辞典を使おう！

５年生・国語②
漢字の成り立ち

６年生・国語②
熟語の構成を考えよう！

②10分 ６年生・算数②
速さの表し方

１年生・算数②
ながさくらべと
ひろさくらべ

２年生・算数②
かけ算

③10分
３年生・社会②
工場のようすと
はたらく人々

６年生・理科①
ものの燃え方

４年生・社会②
ゴミの処理と利用

【平日／１日8回放送】�１０時・１３時・１５時３０分・１７時・１８時３０分・２０時３０分・２２時・
２３時３０分

【休日／１日7回放送】１０時・１３時・１５時３０分・１７時・２０時・２２時・２３時３０分

【時間】１７時３０分～１８時（３０分間）
　　　 （再放送　１９時３０分～２０時）

問い合わせ 広報課　☎６５‐０６７５／ ６３‐４６１９

問い合わせ 学校教育課　☎８６-８０２０／ ８６-８３８０

※�番組は、毎週土・水曜日１８時３０分に更新しています。都合により番組
内容が変更する場合があります。

　岩倉峡公園から島ヶ原温
泉やぶっちゃまで、木津川沿
いに続く約２ｋｍの散歩道
があります。この木津川沿い
には明治37年に開業した旧
岩倉水力発電所の跡地があ
り、散歩道の一部はその当時
の水路だったものです。川辺
の散歩道は、川のせせらぎと
鳥や虫の鳴き声を聞きながら歩く自然豊かなコー
スとして親しまれています。とくに秋は色づいた
木のトンネルと紅葉のじゅうたんが散歩道を彩り
ます。
　11月23日（月・祝）にはJR島ヶ原駅（集合）か
ら岩倉峡公園などを通るルートで「しまがはら歴
史街道ウォーク」が開催されます。ぜひ山燃ゆる
秋の散歩道を散策してみてはいかがでしょうか。
�
と こ ろ　�岩倉峡公園　川辺の散歩道（岩倉峡公園～旧

岩倉水力発電所跡～島ヶ原温泉やぶっちゃ）
アクセス　名阪国道大内ICから車で約１５分
問 合 先　〇�岩倉峡公園川辺の散歩道に関すること�

都市計画課　☎0595-43-2315
	 　〇�しまがはら歴史街道ウォークに関すること�

総合政策課　☎0595-22-9663

亀山公園 岩倉峡公園　川辺の散歩道
～秋のおでかけ紅葉スポット～ ～紅葉のトンネル～

亀山市 伊賀市

　市街地に接する亀山公園は、亀山城跡や菖蒲園、
ますみ児童公園、北公園などがあり、緑に包まれ
た総面積13.2haの総合公園です。
　夏には菖蒲園で花しょうぶが咲き乱れ、秋には
紅葉が周囲の景色を鮮やかな赤に染め上げます。
さまざまな木が混ざり合い、錦を織り成す様もま
た絶景です。
　秋を美しく彩る紅葉を見に、出掛けてみませんか。
�
見 ご ろ　11月上旬～下旬
と こ ろ　亀山公園（亀山市若山町4-7）
アクセス　�東名阪自動車道「亀山IC」より亀山方面

へ約10分
問 合 先　�亀山市市民文化部関支所観光振興室　�

☎0595-96-1215

防ぎましょう、住宅火災
　毎年、住宅火災で命を落とす方が多く発生しています。
住宅火災を防ぐためにも次のことを守りましょう。
　◦こんろやストーブの周りに燃えやすい物を置かない。
　◦寝たばこは絶対にしない。
　◦放火されないよう、家の周りには不要な物を置かない。
　◦�タコ足配線は避けるとともに、コンセント周りはきれい

にしておく。

確かめましょう、住宅用火災警報器
　住宅用火災警報器は、正しい場所に設置して、定期的
に点検、清掃し、確実に作動する状態にしておきましょう。
　また、住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の
寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあ
るため、１０年
を目安に交換し
ましょう。

参加しましょう、地域の訓練
　いざという時、落ち着いて的確に行動することが、身
を守る上での重要なポイントとなります。
　避難訓練や初期消火訓練等地域で行われる防災訓練
に積極的に参加し、対応力を身につけましょう。

■�

国
民
健
康
保
険
の
届
出
を
お
忘
れ
な
く

　

国
民
健
康
保
険
は
、
74
歳
ま
で
の
方
で
社

会
保
険（
健
康
保
険
、
共
済
・
船
員
保
険
も
含

む
）の
被
保
険
者
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者
、
生

活
保
護
被
保
護
世
帯
を
除
く
、
す
べ
て
の
人

が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
ま
た
は
脱
退
の
際
は
、

14
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■�

社
会
保
険
の
被
扶
養
者
に�

�

な
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

　
同
じ
世
帯
に
社
会
保
険
の
加
入
者
が
い
る
場

合
や
、
生
活
費
の
大
部
分
を
仕
送
り
に
頼
っ
て

い
る
方
で
、
左
記
の
年
収
以
下
の
場
合
、
被
扶

養
者
と
し
て
認
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
勤
務
先
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

《
被
扶
養
者
の
年
収
の
目
安
》

①�

年
収
１
３
０
万
円
未
満
で
、
扶
養
す
る
人

の
年
収
の
半
分
未
満
で
あ
る
こ
と
。

②�

60
歳
以
上
ま
た
は
一
定
の
障
害
が
あ
る
場

合
で
、年
収
１
８
０
万
円
未
満
で
あ
る
こ
と
。

■
医
療
費
削
減
に
ご
協
力
を

　

加
入
者
一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
約
34
万

６
千
円
で
、
県
内
で
第
四
位
と
、
年
々
増
加
の

一
途
で
す
。

《
医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト
》

①
か
か
り
つ
け
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

②
重
複
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③�

救
急
の
時
以
外
は
、
診
療
時
間
内
に
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

④�

ジェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
定
期
的
な
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
毎
日
の
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

■�

高
額
療
養
費
の
申
請
忘
れ
は�

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
院
外
処
方
や
世
帯
合
算
な
ど
、
申
請
に
よ

り
更
に
払
い
戻
し
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
い
た
だ
く
か
、
保
険
年
金
課
ま
た
は
旧

支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
所
得
の
申
告
も
お
忘
れ
な
く

　
所
得
の
申
告
が
な
い
と
、
国
保
税
の
軽
減
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
未
申
告
の

場
合
は
、
税
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

	 	 	 秋の火災予防運動を実施します

国
民
健
康
保
険
制
度
の
適
正
な
ご
利
用
を

～
11
月
は
国
民
健
康
保
険
制
度
適
用
適
正
月
間
で
す
～

問
い
合
わ
せ

▪
資
格
･
給
付
に
関
す
る
こ
と

　
保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

　
☎
６
５‐０
６
８
８
／

６
３‐４
６
１
８

▪
税
･
所
得
の
申
告
に
関
す
る
こ
と

　
税
務
課　
市
民
税
係

　
☎
６
５‐０
６
７
９
／

６
３‐４
５
７
４

平成２７年
　この運動は、空気が乾燥し火災が発生しやすい時
季に、住民の方に対して、防火・防災について改め
て考え、行動してもらうことを目的として実施する
ものです。皆さんも、いま一度、身近な防火・防
災について考えてみましょう。

～設置が必要な場所～
◦寝室（子供部屋を含む）
◦�寝室がある階の階段（避難階は除く）

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部
予防課　☎６３‐７９３２／ ６３‐７９４０
水口消防署　☎６３‐１１１９／ ６３‐７９４１
水口消防署土山分署　☎６７‐１１９９／ ６７‐１７００
甲南消防署　☎８６‐３１１９／ ８６‐０７１９
甲南消防署甲賀分署　☎８８‐７７０１／ ８８‐７７０２
信楽消防署　☎８２‐０１１９／ ８２‐３９７７

汚れが付着した場合は、家庭用中性洗剤を浸して十分に
絞った布で軽く拭き取ってください。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

１１月９日月～１５日日まで

※警報音はメーカーや
　製品により異なります。
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information

時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他情報のまどinformation

募 集
「健診（検診）カレンダー」広告募集
所平成28年度版健診（検診）カレ

ンダーで市長の指定する位置
（位置指定はできません。）
時  平成28年3月発行予定
他  広告規格：Ⓐ縦50㎜×横55㎜
￥ Ⓐ22,000円（税込）　
※２枠合わせての利用も可能�  
（Ⓑ縦50㎜×横120㎜ 44,000円）
〆  11月13日（金）まで　※土日祝

日は受付できません。　
定  最大12枠
方  申込書・原稿・納税証明書（市

外の申込者に限る）・誓約書・
役員調書の5点を提出

※詳細は市ホームページでご確認
ください。

問  申  健康推進課健康政策係
☎６５−０７０３／ ６３−４５９１

相 談
税理士による税務相談

時  １１月４日（水）・１８日（水）１３時３０
分～１６時３０分（受付１６時まで）

所  水口納税協会　３階　会議室
定  予約制で先着６人（１人約３０分）
￥ 無料　※要申込
問  申  水口納税協会

☎６２−１１５１／ ６３−０１７３

　超絶技巧編・アイネ　クライ
ネ　スーダラ　ムジーク　ほか�  
プレイガイド／あいの土山文化
ホール、あいこうか市民ホール、
忍の里プララ、アル・プラザ水口

問  申  あいの土山文化ホール
☎６６−１６０２／ ６６−１６０３

ひとり親家庭ふれあい交流事業
「ふれあい交流会」
時  １２月１２日（土）１５時～１９時
所  信楽中央公民館
内  クリスマスパーティ
対  市内在住のひとり親家庭の親子
定  ２０組※定員を超えた場合は抽選
￥ おとな３００円・こども１００円
持  箸・カップ・鍋用取り皿・小皿・スーパー

の袋・お茶・タオル（全員）・エプロン・三
角巾・マスク（子どものクッキング用）

〆  １１月２１日（土）
問  申  信楽子育て支援センター

☎８２−２７９９

設立１０周年記念事業
国ふぇす2015 ㏌ Ｋｏｋａ
〜ピエロDEつなぐキミと世界〜

　甲賀市最大の国際交流イベント。
国際色豊かなステージや食べ物など、
キミと世界をつなぎます。
時  １２月１３日（日）１１時～１６時
所  忍の里プララ
内  飲食ブース、展示・販売・体験

ブース、音楽ステージなど
￥ 入場無料（ただし、飲食物等は有料）
問  申  甲賀市国際交流協会

☎・ ６３−８７２８

催 し

古文書講座初級編
「古文書を読んでみよう」
受講者募集

時  12月3日・17日、 平 成28年1
月7日・21日、2月4日・18日�  
※ すべて木曜日　全6回　13
時30分～15時

所  甲南図書交流館視聴覚ホール
（甲南町深川）　￥ 無料
内  特に初めて学ぶ方を対象とし、
「読み」に重点を置いた講座
講  伊

い

藤
と う

誠
ま さ

之
ゆ き

（市史編さん調査員）
定  先着40人　※定員に満たない

場合、当日参加可。
方  電話かFAXで下記まで。
問  申  土山歴史民俗資料館（月火
休館・10時～17時）� �
※11月1日（日）は休館
☎６６−１０５６／ ６６−１０６７

HIROSHI PIANO LIVE
左手でショパン、右手で都はるみ

　♪ド派手衣装に身を包んだピア
ニスターＨＩＲＯＳＨＩの奇想天外・摩
訶不思議なピアノライヴ！
時  １２月６日（日）１４時～（開場１３時３０分）
所  あいの土山文化ホール
￥ 前売　一般　２,０００円　１８歳

以下＆６５歳以上　１,８００円　
当日　各５００円増（全席自由・
小学生以上有料）

他  プログラム／愛の挨拶・迷子の
迷子の子猫ちゃん踏んじゃった・
都はるみの主題によるショパン、
ん？・演奏会用ディズニ―組曲

最低賃金改定の
お知らせ

　常用・パートなど雇用形態
を問わず、県内の事業所に雇
用されるすべての労働者に適
用されます。
　ただし、特定の産業には特
定（産業別）最低賃金が定めら
れています。

滋賀県最低賃金は、
平成２７年１０月８日から、
７６４円／時間です。

問い合わせ

滋賀労働局　賃金室　
☎０７７-５２２-６６５４

０７７-５２２-６４４２
商工政策課　
☎６５-０７１０／ ６３-４０８７

問い合わせ・連絡先

こども応援課　家庭児童相談室
☎８６‐８４２４／ ８６‐８０２９
中央子ども家庭相談センター
☎０７７‐５６２‐１１２１／ ０７７‐５６５‐７２３５
児童相談所全国共通３桁ダイヤル　☎１８９（いちはやく）

「もしかして」 あなたが救う 小さな手
▪ネグレクトや言葉の暴力も虐待 �
　叩く、蹴る、揺さぶるといった身体的暴力以外にも、
食事を与えなかったり、ひどく不潔にしたり、子どもに
冷たい態度をとったり、無視することも虐待です。

▪虐待かもと思ったらすぐにご連絡を �
　虐待を受けたと思われる子どもを見つけたら、家庭児
童相談室または中央子ども家庭相談センターへ連絡（相
談）してください。
　なお、連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者の
方のプライバシーは厳重に守られ、確認の結果、虐
待の事実がなくても責められることはありません。

児童虐待防止にご協力を
～11月は児童虐待防止推進月間です～

Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
で
い
る
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

▪�

甲
賀
市
男
女
の
悩
み
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と
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窓
口�
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人
権
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進
課
内
）　
☎
６
５‐0
7
5
1

　
月
・
水
・
金（
祝
日
を
除
く
） 

9
時
～
16
時

　
電
話
・
面
接（
要
予
約
）

▪�

甲
賀
市
家
庭
児
童
相
談
室
（
こ
ど
も
応
援

課
内
）　
☎
８
６‐８
４
２
４

　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）8
時
30
分
～
17
時
15
分

　
11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
の
実
施
期
間
で
す
。

　
Ｄ
Ｖ
に
悩
ん
で
い
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方
は
た
め
ら
わ
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳
守
で
す
。

▪�
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～
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問
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人
権
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進
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人
権
政
策
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☎
６
５‐０
６
９
４
／

６
３‐４
５
８
２

こ
ど
も
応
援
課　
家
庭
児
童
相
談
室　
☎
８
６‐８
４
２
４
／

８
６‐８
０
２
９

　青少年の健やかな成長は、市民みんなの願いです。近年、青少年を取
り巻く環境が大きく変化する中、次世代を担う子ども、若者の社会的自立
支援の促進や犯罪や有害環境から守るための取り組みが推進されます。

■少年補導委員会と少年センターでは･･･
　子どもの健やかな成長を願い、水口中学校ボランティア部員と一緒に作
成した押し花しおりなどを配布する啓発活動を実施します。
日時・場所／11月14日（土）�
　14時～／フレンドマート甲南店　16時～／アルプラザ水口店

■青少年育成市民会議では･･･
　“地域の子どもは地域で守り育てる”を合言葉に、各地域でさまざまな活
動を展開し、このほど、青少年健全育成市民大会を開催します。
日時／11月14日（土）13時～16時　　場所／忍の里プララ
内容／中学生広場意見発表
　記念講演「今を生きる子どもたちへ伝えたい　～親としておとなとして地域
として～」　講師　幼児教育・家庭教育専門家　熊

くま

丸
まる

みつ子
こ

さん
参加料／無料

１１月は「子ども・若者育成支援強調月間」です

問い合わせ

少年センター　☎６２-６０１０／ ６３-３９７７
甲南青少年研修センター　☎８６-８１５１／ ７０-３３６６
社会教育課　青少年育成係　☎８６-８０２２／ ８６-８３８０
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情報のまどinformation

information

情報のまどinformation

information

時  日時  所  場所  内  内容  定  定員  対  対象  持  持ち物  ￥ 料金  講  講師  申  申込先  方  申込方法  受  申込受付日時等 〆  申込締切  問  問い合せ先 他その他

催 し
クリーンセンター滋賀感謝祭イベント

時  11月７日（土）　10時～15時
所  クリーンセンター滋賀場内（甲

賀市甲賀町神645）
内  似顔絵コーナー、モデルロケッ

トの制作と打ち上げ、地元特製
「炊き込みごはん、豚汁」（無
料）、ポン菓子（無料）ほか

※詳細はホームページに掲載
問   （公財）滋賀県環境事業公社

☎８８−９１９１／  ８８−６３２２
H P  http://www.shiga-kj.com/

 ccs-kousha@kouka.ne.jp

夜空旅人（天体観望会）
「星雲・星団のおはなし」
時  １１月１４日（土）１９時３０分～２１時３０分
所  かふか生涯学習館
内  天体のお話、天王星・海王星などの観望
方  電話にて申込先まで
〆  １１月１３日（金）　定  先着２０人
※天候不良、申込者少数の場合、

１１月２８日（土）に延期
問  申  かふか生涯学習館

☎８８−４１００／ ８８−５０５５

歌ごえ喫茶in伝馬館
時  11月14日（土）13時30分～15時30分
所  東海道伝馬館　￥ 500円
内  生ギター伴奏（宮

み や

原
は ら

春
は る

彦
ひ こ

氏）に
合わせ歌謡曲や唱歌を合唱

定  50人（事前申込要・先着順）
方  直接来館または電話
問  申  東海道伝馬館（月・火休館）

☎・ ６６−２７７０

内  健康測定、体力・ロコモ測定、運
動指導、ニュースポーツ体験など

※ 参加無料、開催時間内は随時
参加可。

問  申  文化スポーツ振興課
☎８６−８０２３／ ８６−８３８０

信楽中央病院　健康塾
時  １１月１８日（水）１４時～１６時
所  信楽中央病院　２階リハビリ室
内  実践「介護②」家族・自分のた

めに　らくらく基礎介護術②
定  約２０人　〆  １１月１０日（火）
講  病院スタッフ他　￥ 無料
問  申  信楽中央病院

☎８２−０２４９／ ８２−３０６０

甲賀市総合防災訓練
時  １１月１５日（日）８時３０分～１２時３０分
所  岩上体育館とその周辺（水口町新城）
内  災害図上訓練（DIG）・火災防

ぎょ訓練・土のう製作訓練・炊
き出し訓練・パネル展示等

※一般見学可能
問  危機管理課

☎６５−０６６５／ ６３−４６１９

親子ふれあい講座
ケーキのデコレーション

時  １１月２１日（土）１３時３０分～１５時３０分
所  土山開発センター
対  市内在住の小学生と保護者
定  親子で１０組（先着）
￥ １，０００円（材料代）　〆 １１月１２日（木）
方  チラシの申込用紙で下記まで。
他  チラシ設置場所／各中央公民館
問  申  土山中央公民館

☎６６−０１５８／ ６６−０１５８

関西文化の日
　「関西文化の日」は、文化が息
づく関西を広くアピールする日で、
各館で入館料無料期間を設けてい
ます。（＊印の館は通常も無料）
時  11月14日（土）・15日（日）
所  ◦みなくち子どもの森自然館 

☎６３−６７１２／ ６３−０４６６
　 ◦水口歴史民俗資料館

☎６２−７１４１／ ６３−４７３７
　 企画展「甲賀がうんだ明治の書

家　巖
い わ

谷
や

一
い ち

六
ろ く

　─初公開！一六
日記と書簡─」」開催中

　 ◦水口城資料館　☎63−5577
　 ◦土山歴史民俗資料館＊

☎６６−１０５６／ ６６−１０６７
　 企画展「甲賀市新指定文化財

展」開催中
　 ◦東海道伝馬館＊　

☎・ ６６−２７７０
　 ◦甲南ふれあいの館＊

☎・ ８６−７５５１
　 企画展「おじいちゃん・おばあちゃん

の一年～ちょっと昔のくらし～」開催中
　 ◦信楽伝統産業会館＊

☎８２−２３４５／ ８２−２５５１
　企画展「土

ど

喜
き

友の会　秀作展」開催中
※ 詳しくは「関西文化.com」の

ホームページで。
問  上記各館

第３回ふれあい
ゆるスポフェスティバル

　「体力年齢」を測定して「健康
寿命」について考えてみませんか？
時  11月15日（日）9時30分～12時
所  水口交流センター　持  上履き

催 し

ニンニン忍者おやこデイキャンプ
～家族みんなで秋を満喫しよう～

時  （１回目）11月22日（日）（２回目）
11月23日（月・祝）各回とも10
時～16時（受付9時30分）

所  水口スポーツの森 西キャンプ場
内  野外調理や自然遊びなど
対  市内在住の未就学児とその家族
定15組程度（各日5組以下の場合は中止）
￥ 高校生以上800円、小中学生

500円、未就学児（２歳以上）
200円（保険代・材料代等）

申  往復はがきに①事業名②郵便番
号・住所③電話番号④参加者全
員の氏名・ふりがな・性別・生
年月日・年齢⑤アレルギーの有
無とアレルギー源⑥希望日（第二
希望日まで）を記入の上、下記ま
で郵送。

〆  11月10日（火）必着
問  申  青少年自然活動支援センター
（社会教育課内）　〒520−3393
甲南町野田810番地
☎８６−８０２２／ ８６−８３８０

なつかしのふれあい体験教室
「凧作り教室」
時  11月29日（日）10時～12時　
所  甲南ふれあいの館　￥ 200円
内  竹ひごと和紙で凧づくり
対  小学生以上　定  先着15人
方  電話またはＦＡＸで下記まで。
問  申  甲南ふれあいの館（月火休
館・10時～17時）
☎ ・ ８６−７５５１

創業34年 まごころこめてお手伝い

滋賀ペット葬儀社
湖南市夏見　心塔

お迎え・火葬・納骨供養 年中無休
日本ペットランド

0120-46-1200
あいこうか薬局

自分らしく 健康長寿

甲賀市水口町松尾830-2　☎0748-65-6636

問  水口スポーツの森　☎・ 62‐7529

甲賀市民スタジアム　11月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
1 日 8:30～17:00 滋賀県中央合同大会（秋季総体県大会）【中学生・軟式】
8 日 9:00～15:00 甲賀市シニアベースボールリーグ戦【シニア・軟式】

15・29 日 8:30～16:00 H28近畿春季軟式野球大会【成人】

多目的グラウンド　11月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等
1 日 8:30～20:00 滋賀県自治体職員サッカー選手権大会

(2) （月） 9:00～16:00 市長杯争奪グラウンド・ゴルフ大会（予備日）
3 火(祝) 9:00～17:00 秋季高校総体サッカー競技
8 日 9:00～15:30 滋賀県自治体職員サッカー選手権大会

14（17） 土（火） 9:00～15:00 甲賀市ふれあいグラウンド・ゴルフ大会(１７日予備日)
１５ 日 8:30～18:00 第53回滋賀県障がい者スポーツ大会【サッカー・ソフトボール】

17・（18） 火・(水) 8:30～17:00 第２回甲賀市長杯親善ゲートボール大会(１８日予備日)
28 土 8:30～17:00 甲賀市U-12リーグ【小学生・サッカー】

陸上競技場　11月　利用予定
日 曜日 利用予定時間 事業・大会名等

1・3・7・8・１４・
１５・２１・２８・２９ 日・祝・土 9:00～17:00 甲賀市陸協・マスターズ交流練習会《個人使用可》

年間予約していない一般利用者のための確保日（2月分）のお知らせ 2月分利用申し込み締切日
野球場（市民スタジアム） 多目的グラウンド 陸上競技場 締切日 １２月１日（火）

２月６日（土）・１４日（日） ２月６日（土）・２１日（日） ２月２１日（日） 抽選日 １２月６日（日）

水口スポーツの森へ行こう　11月の催し

みなくち子どもの森 催し案内
「冬こそ里山！」晩秋・冬の里山へ①�  
～落ち葉と紅葉の週間～
◦自然観察会「色々な落ち葉と落ち葉あそび」
日時／11月29日（日）10時〜12時
◦ミニイベント「顕微鏡で落ち葉の下の
生き物を観察しよう」

日時／11月29日（日）・12月6日（日）
受付／13時30分〜14時,15時30分〜16時
◦「落ち葉集めと堆肥づくり」講座
日時／12月6日（日）10時〜12時

「しぜんさんぽ（自然散歩）」
日時／11月14日（土）14:00-15:00
場所／みなくち子どもの森
対象／「しぜんさんぽ」は幼児から大人

まで。その他行事は小学1年生以上～
大人向け（自然観察会は4歳以上可）

参加費／「しぜんさんぽ」は無料。その
他の行事は材料・資料代100円以内

申込／自然観察会、落ち葉で堆肥づくり
講座は前日までにお申し込みください。

　※他の行事は申込不要
問  申  みなくち子どもの森自然館 　☎ 63-6712 ／ 63-0466

病院・施設お迎え　もしも・・・の時に
甲賀斎苑ご利用でのご葬儀
　　　　　　　自宅ご葬儀も承ります

かふか（甲南・甲賀）セレモニーホール
（株）水口福祉社 TEL62-3055
本社　甲賀市水口町高塚8-1　FAX 62-3127

講  びわ巻子先生（飾り巻き寿司イ
ンストラクター）

対  小学生のお子さんを持つ親
定  ２０人※定員になり次第、受付を終了
￥ １，０００円　持  エプロン、三角巾
問  申  こども応援課子育て支援係

☎８６−８４２３／ ８６−８０２９

平成27年度市民協働事業
～学齢期の母親サポート事業～
「Ｔ

つ な が る

ＵＮＡＧＡＲＵ会２０１５」
第６回「クリスマスの飾り巻き寿司作り」
時  １２月２日（水）１１時３０分～１３時３０分
所  甲南第一小学校
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「広報あいこうか」が
ホームページでもご覧いただけます

甲賀市ホームページ		 http://www.city.koka.lg.jp/
甲賀市facebook ページ	 http://www.facebook.com/city.koka

Facebook市HP

編集・発行 甲賀市役所　〒528-8502 甲賀市水口町水口6053番地　☎0748-65-0650／ 0748-63-4554
業務時間／8時30分〜17時15分（窓口延長日を除く）

甲
賀
消
防
か
ら
の

お
し
ら
せ

問い合わせ

甲賀広域行政組合消防本部　☎63-7930／ 63-7940

火災 救急 救助 その他
甲賀市 ４２ ２，６６６ ４９ １３９
前年比 +６ ▲８８ ▲３ +１８

平成27年甲賀消防管内における各種災害の発生件数� （9月末現在）
『暖房器具の取扱いにご注意!!』
　寒い時期には、どのご家庭でも暖房器具
を使用されると思いますが、この時期での
火災原因の多くは、使用者の「誤使用・不
注意」によるものです。次の点に注意し暖
房器具を正しく使用しましょう。
◦�衣類などの可燃物の近くで使用しないように

しましょう。
◦�エアゾール缶等をストーブ等の上や近くに放置

していると、缶の内圧が上昇して破裂し、爆
発するおそれがあるので絶対やめましょう。

◦�寝るときや外出するときは必ず火を消しましょう。
◦�電気ストーブ・石油ファンヒータを長時間使

用しないときは、コンセントを抜きましょう。
◦�給油時は必ず消火し、火が消えたことを確か

めてから給油しましょう。
◦�火気のないところで一度カートリッジタンクを

ひっくり返し、灯油が漏れないことを確認して
からセットしましょう。

　
み
な
さ
ん
は
『
広
辞
苑
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に
甲
賀
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か
り
の
人
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が
二
人
の
っ
て
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る
の
を
ご
存
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で
す
か
。
そ
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「
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三さ
ん
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と
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わ
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た
書
家
巖い

わ

谷や
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六ろ
く

と
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児
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文
学
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創
始
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親
子
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す
。

一
六
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書
家
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雅が

号ご
う

で
名
は
修し

ゅ
う
。「
一
六
さ

ん
」
の
名
で
親
し
ま
れ
、
甲
賀
や
滋
賀
は

も
ち
ろ
ん
全
国
に
作
品
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

　
巖
谷
家
は
現
在
の
島
根
県
大
田
市
の
出

身
で
、
江
戸
時
代
に
水
口
に
移
り
、
代
々

水
口
藩
に
藩
医
と
し
て
仕
え
ま
し
た
。

一
六
は
早
く
に
父
を
亡
く
し
公
家
に
仕
え

る
母
の
実
家
に
身
を
寄
せ
、
医
学
や
漢
学

そ
し
て
書
を
学
び
ま
す
。
と
く
に
そ
の
書

は
優
れ
、
高
名
な
漢
詩
人
の
本
の
版は

ん

下し
た

書が

き
を
し
て
家
計
を
助
け
ま
し
た
。

　

成
人
し
て
水
口
に
戻
り
藩
医
と
な
り
ま

す
が
、
め
き
め
き
と
頭
角
を
現
し
明
治
新

政
府
に
派
遣
さ
れ
、
天
皇
や
政
府
の
大
切

な
公
文
書
を
つ
く
る
書
記
官
と
し
て
活
躍
。

書
家
と
し
て
も
名
を
上
げ
、
と
く
に
明
治

十
三
年
に
清
国
か
ら
来
朝
し
た
楊よ

う

守し
ゅ

敬け
い

と

出
会
い
、
力
強
い
中
国
古
代
の
書
に
魅
了

さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
親
し
ま
れ
て
い
た
端

正
な
唐か

ら

様よ
う

か
ら
大
転
換
、
仲
間
と
と
も
に

「
一い

ち

六ろ
く

さ
ん
」を
ご
存
じ
で
す
か
？

―
甲
賀
が
う
ん
だ
明
治
の
書
家
―

日
本
書
道
の
近
代
化
に
尽
力
し
ま
し
た（
詳

し
く
は
市
史
第
４
巻
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

　

水
口
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、「
巖
谷

一
六
小
波
記
念
室
」
を
併
設
し
多
く
の

一
六
作
品
を
収
集
。
現
在
没
後
一
一
〇
年

を
記
念
し
て
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
日
記
、

詩
文
草
稿
や
手
紙
、
巖
谷
家
所
蔵
の
絶
筆

な
ど
多
く
の
作
品
や
ゆ
か
り
の
品
を
特
別

公
開
し
て
い
ま
す
が
、
よ
り
深
く
学
ぶ
機

会
と
し
て
左
記
に
よ
り
「
あ
い
こ
う
か
歴

史
塾
」
を
開
催
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加

い
た
だ
き
、
甲
賀
が
う
ん
だ
明
治
の
代
表

的
書
家
で
あ
る
巖
谷
一
六
の
世
界
に
親
し

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
あ
い
こ
う
か
歴
史
塾
」

日　
時　

�

11
月
14
日（
土
）13
時
30
分
～
15
時

会　
場　
水
口
図
書
館
２
階
資
料
室

講　
師　

�

杉す
ぎ

村む
ら

邦く
に

彦ひ
こ

氏（
京
都
教
育
大
学
名
誉

教
授
・
書
論
研
究
会
会
長
）

演　
題　

�「
新
発
見
の
巖
谷
一
六
日
記
か
ら

見
た
一
六
の
生
活
・
交
友
・
人
間
像
」

受
講
料　

�

３
０
０
円（
事
前
申
込
不
要
）

問
い
合
わ
せ

歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

☎
８
６‐８
０
７
５
／

８
６‐８
２
１
６

市

小
径

史
の

71

▲巖谷一六

甲賀市美術展覧会作品募集第１１回

●応募資格／甲賀市・湖南市内に在住、通勤、通学す
る方（中学生以下は応募できません）

●出品点数／１人につき写真部門２点以内、他部門１点
●出品料／作品１点につき５００円（高等学校、特別支援

学校高等部の学生、１８歳以下の方は無料）
●応募方法／応募要項にある出品票を添えて、作品を
２月２１日（日）９時～１７時に会場まで搬入してください。

●応募部門および作品規格
１）平面（洋画・日本画・版画等）
　キャンバスサイズが 20 号（72.7cm×50cm）以上、

50 号 (116.6cm×116.6cm) 以内。日本画、水
墨画、切り絵等もこれに準ずる。ただし、版画は下
限を設けない。

２）工芸 ･立体（工芸 ･彫刻 ･立体造形等）
　工芸：平面は縦、横がそれぞれ２２０ｃｍ以内（外装を

含む）。立体作品は重さ４０kg 以内、縦 ･ 横 ･ 高さの
合計が２４０ｃｍ以内。また、その一辺が１５０ｃｍ以内。

　立体（彫刻・立体造形等）：縦、横、高さがそれぞれ
２００ｃｍ以内。重量は手動可能な範囲で、展示上危
険でないもの。

３）書　作品は半切 (36cm×136cm) 以上、16 平方
尺以内。ただし、一辺が２４０ｃｍ以内。

４）写真
　�銀塩プリント・デジタルプリント（自家出力プリント可）

とする。
　�単写真、組写真ともに、半切・A3ノビ以上で、画面

の長辺が４１ｃｍ以上の作品。組写真は、長辺が最大
２２０ｃｍ以内とし、作品を一体化して固定する。

※自己の創作した未発表の作品に限る。各部門額装指定あり。
※詳しくは市ホームページまたは各地域市民センターなどに設

置している募集要項をご覧ください。

会期／平成２８年２月２７日（土）～３月６日（日）
会場／【書、工芸･立体部門】あいこうか市民ホール【平面、写真部門】碧水ホール
　最終日には、出品作品を対象に審査員による講評会を実施します。皆さんのご応募をお待ちしています。

問い合わせ

甲賀市美術展覧会実行委員会事務局（あいこうか市民ホール内）
☎62‐2626／ 62‐2625
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甲賀市の人口の推移
総数 ９２，４１０ （－４９）人

男 ４５，９２４ （－８）人

女 ４６，４８６ （＋４１）人

世帯数 ３４，１７７ （＋３３）世帯

H27.9.30 現在　（ ）内は前月比

１１月の延長窓口は１０日、１７日、２４日です。

　毎週火曜日は市民課および旧支所である地域市民センターで、戸籍・
住民票・税関係などの証明書発行等を夜の７時まで延長しています。

※�ただし、延長窓口ではお受けできない業務がありますので、対応できる
内容については下記までお問い合わせください。

問い合わせ　市民課　戸籍住民係　☎ 65‐0683 65‐6338

自然保護のため、この広報紙は再生紙および石油系成分の
少ない植物油性インキを使用しています。

広報 あいこうか
11月1日号 【No.249】 
2015.11.1 発行

このコーナーでは、市内の
保育園・幼稚園・小中学校の
児童や生徒が描いた絵を
順次紹介していきます。

問い合わせ ： 広報課　☎65‐0675／ 63‐4619

■
交
通
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り

　

小
学
５・６
年
生
が
ス
ク
ー
ル
ガ
ー

ド
の
方
や
地
域
住
民
の
方
々
と
と
も

に
、
登
校
班
別
に
危
険
だ
と
思
う
箇

所
を
地
図
上
に
書
き
入
れ
ま
し
た
。
交

通
安
全
マ
ッ
プ
作
成
に
よ
り
、
危
険
箇

所
を
意
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
級
生
が
下
級
生
に
内
容

を
伝
え
る
こ
と
で
危
険
箇
所
の
情
報
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
交
通
安
全
教
室

　
交
通
安
全
教
室
で
は
、
自
転
車
の
安

全
な
乗
り
方
を
学
び
ま
し
た
。
コ
ー
ス

は
交
通
安
全
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
確
認
し

た
危
険
箇
所
を
含
む
公
道
を
使
用
し
、

民
生
委
員
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
方
々

に
ご
協
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地
域
ぐ

る
み
の
交
通
安
全
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
中
学
校
に
進
学
す
る

と
、
多
く
が
自
転
車
で
通
学
を
す
る
の

で
、
と
て
も
効
果
的
な
学
習
と
な
り
ま

し
た
。

　セーフコミュニティ子どもの安全委員会モ
デル校として、通学路に潜む危険を知る「交
通安全マップづくり」や自転車の安全な乗り
方を学ぶ「交通安全教室」に取り組みました。

このコーナーでは、
セーフコミュニティに取り組む
市内の団体・企業を紹介していきます。

お話を伺った杉本校長

交通安全教室の様子

注意箇所を書き込む交通安全マップ作りの様子

セーフ
コミュニティこうか

No.2

柏木小学校
http://edu.city.koka.lg.jp/kashiwagisyo/

所 在 地：水口町北脇 1132
☎62-0041／ 63-3075

使いづらい皿
信楽中学校　１年　里

さと

見
み

玲
れい

さん

庭からしっぽがとびだした
貴生川小学校　４年　石

いし

川
かわ

奈
な

菜
な

さん

なりたぼくじょうへいったよ
油日小学校　１年　上

かみ

岡
おか

明
あ

日
す

香
か

さん


